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天草パールライン沿線巡倹記
天草パールライン沿線地質巡検会は11月２３
日、理学部今西先生の御指導で行なわれた。
幸い好天に恵まれ参加者六十余名という盛会
であった。以下道順に従って紹介する。
宇土半島長浜海岸では．干潮時であった為
車中より干潟の漣痕が見られ、今西先生から
説明があった。天門橋の手前で下車し第一の
見学地、旧三角中学運動場に着いた。ここは
よく知られている露頭であり、古第三紀の教
良木層の泥岩を貫く流紋岩岩脈と、これらを
覆う洪積世の戸馳砂畷層が観察される。貫入
時に教良木層が熱変質を受けた様子や、分岐
した小岩脈枝が見られる。ここは道路工事で
石垣を築いておりやがて露頭の下部は見られ
なくなるように思えた。建設工事に伴ってこ
ういう良い露頭がなくなるのを惜む声が聞か
れた。天門橋の料金徴収所の横で車窓より、
飛岳凝灰角操岩を切る多くの断層を観察し徐
行して渡橋した。下を見ると水道の両岸に見
事な海食洞が見える。これは約５０００年前
の縄紋海侵（当時の海水面は５ｍ＋）によっ
て形成されたものであるとのことであった。
大矢野島に入りしばらく車窓には飛岳の角閃
石安山岩か見えるが、やがて大部分が火山性
噴出物の巨陳より成る大矢野層が見えてくる。
宮津の天草四郎像近くで下車し、西方の採掘
場で流紋岩を採集した。ここではそれを陶石
、砥石、建築材として採っている。天草四郎
像下の崖で大矢野層を観察した。ここでは火
山性噴出物の粒度は北部より小さく、趣的に
■●ｐ
も少なくなってお!）、層理の発達も見られる。
長砂連ごｸﾙﾐの化石が採集され時代は鮮新～
洪積世とされている。又本島が大体60～80ｍ
の台地状であるのはリスーウルム間氷期の海
水面を示しているという興味深い説明があっ
た。以前はここで教良木層との不整合面が見
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られたそうだが現在は埋められておりここで
も建設工事から自然の保存が難しいことがわ
かった。教良木層の分布する大矢野島南部を
過ぎ、永浦島では教良木層を覆う洪稲陳層の
露頭が見える。五号橋を渡って天草上島に着
く。バスは会津の役場前まで直行し下車後中
金ととから歩いて千巌山へ登った。しばら
く白亜紀姫浦層の頁岩勝ちの砂岩頁岩細互層
が続く。山上に至る自動車道路に出ると姫浦
層群に軽微な傾斜不整合で重なる赤崎層の基
底陳岩が観察される。赤崎層は基部に数層の
藻岩層を狭む赤紫色頁岩を主とする地層であ
る。さらに登ると岩石の色が変わり白岳砂岩
層に漸移する。この部分で貝化石（まき貝そ
の他）の密集帯が２～３帯見られた｡更に高
くなると長石、石英粒に富む典型的な白色の
白岳砂岩に変わる。やがて頂上の展望台に着
いた。ここも白岳砂岩より成るがここからの
ながめはすばらしく、天草松島の沈水地形が
一目で見える。会津付近の白岳砂岩の石切場
の白い露頭が目に付き、古第三紀層が北々東
に延びていることが島々の列から伺われた。
さらに大矢野島の台地地形に突き出している
飛岳や、三角岳、高埜島の安山岩ﾄﾞーム（山
陰型が湯島の熔岩台地や、宇土大岳と対照的
な火山地形を成しているのが観察された。し
ばらく観察して下りは自動車道路を降り、途
中で白岳砂岩中の炭質頁岩や貝化石が見られ
た。会津のフェリーボートの発蒲場横の石切
場で油徴のある白岳砂岩を採集したが、最近
石を切っていないので石油臭のあるものを採
集した人は少なかった。ここから熊本へ直行
し４時過ぎ、御指導の先生方にお礼を述べて
解散した。
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